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【目　　　的】

　口腔がんにおいて遠隔転移は生命予後を大きく左右す
る。遠隔転移は原発巣から遊離したがん細胞が血中に入
り込み，それらの細胞が肺などの遠隔臓器に生着するこ
とによって成立することから，血中がん細胞の量や増殖
活性が遠隔転移形成に大きくかかわっていると思われ
る。血中がん細胞の検出方法に関する検討はいくつかな
されている 1）－ 8）がその検出感度は様々であり，また血
中がん細胞を分離して培養したという報告はない。血中
がん細胞の存在意義を明らかにすることは，治療方針の
選択および治療効果の評価などの有用な指標になると考
えられる。すなわち血中に存在するがん細胞の数によっ
て遠隔転移の危険性が高まるのであれば，血中がん細胞
の量は遠隔転移予測のマーカーになりうるであろうし，
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化学療法（抗がん剤治療）を行うことによって血中がん
細胞が減少するあるいは増殖活性が落ちるのであれば，
遠隔転移を予防する意味での化学療法という概念も生ま
れるであろう。われわれは，血中がん細胞が存在しなけ
れば遠隔転移はおこりえないという点に着目して研究を
進めてきた。
これまでの研究成果
　健常人の末梢血に口腔扁平上皮がん細胞（HSC-2）を
混入させたサンプルを作製し，血中がん細胞をFicoll 法
を用いた簡便な方法で分離することに成功し，SCCA（扁
平上皮がん関連抗原）をターゲットとした RT-PCR 法
によって血液１ml 中に 15 個程度のがん細胞が検出可能
であることを確認した（図１）。この検出感度は他の検
出方法に比べて高い結果であり，簡便で安定した結果が
得られることから将来の臨床応用にも十分耐えうるもの
と思われた。この方法を用いて，口腔がん患者の末梢血
中にがん細胞が存在することが確認できた（図２）。ま
た現在まで報告が無かった分離した血中がん細胞の細胞
培養にも成功している（図３）。

【今後の課題】

　Ficoll 法を用いたがん細胞の分離，培養まで成功した
報告はわれわれの研究の他には見当たらない。血中にが
ん細胞が存在しなければ遠隔転移は起こりえないが，血
中に存在するがん細胞が実際に腫瘍を形成することを確
認した報告はないのである。血中がん細胞の安定した検
出方法を開発し，分離した血中がん細胞の腫瘍形成を実
際に確認することが今後の課題となるであろう。現在の
口腔がん治療では血中がん細胞をターゲットとした化学
療法，すなわち遠隔転移予防のための化学療法という概
念はない。血中がん細胞の量によって遠隔転移の危険性
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が高まり，手術後の患者の血中にも多くのがん細胞が存
在しているとするならば，遠隔転移予防の化学療法とい
う概念が生まれる可能性がある。血中がん細胞の定量に
よって遠隔転移の予測ができるのならば，治療法を選択
する際の新たな手段になる。これは医療者のみならず，
治療を受ける患者自身が治療方法を選択する際にも有用
な情報となるであろう。 
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